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1.は じ め に

第7回 図 学 国 際 会 議 は96年7月17日 ～22日 の 間,

ポー ラ ン ドの 第二 の都 市 で あ る古 都Cracowの ク ラ

コフ工業 大学 にお いて,同 大 学 の建築 学部 図学 ・製 図

教 室 が 主 催 で 国 際 図 学 会(ISGG),日 本 図 学 会

(JSGS)な どの共催 の基 に開催 され た.

会議 の 参加 登 録者 は243名(30力 国)で ヨー ロ ッパ 諸

国の 参加 が顕著 で あ った.こ の こ とは,前 回の 第6回

東 京 大 会 に 比 べ,参 加 者 が40名,参 加 国8力 国増 に

な って いる.こ れ らの 数字 は過去6回 の 図学 国際会 議

を通 じて最 大 で あ り,ま た,ポ ー ラ ン ド国 内 参加 者

1:諸 外 国2.5と い う,日 本(参 加 者42名)を 含 め た

海外 参加 者の割 合 が比較 的多 く,バ ラ ンスの よい 国際

会議 で あっ た とい え よ う.

2.国 際会 議 の概 要

論文の内容は,大 きく分けて

(1) Theoretical Graphics and Applied Geometry ; 理 論

図 学 関 係

(2) Engineering Computer Graphics ; CG/CAD関 係

(3) Graphics Teaching and Other Applications ; 教 育 お

よ び そ の 他 の 応 用 の3つ の 分 野 に ほ ぼ 分 類 さ れ る.

今 回 は発 表論 文 数 が多 く(約160編,う ち 日本 か ら

28編),実 質4日 間の 学術 講演 とい う会 議 日程 の制 約

か ら,同 時 に3つ の セ ッシ ョンを平 行 に進行 させ るこ

とにな ってい た.こ れ ら3つ の分 野内容 の 詳細 は後 で

述 べ るが,従 来 の 国際会 議 と比 べ て特徴 的 であ った の

は,機 械系 ばか りでは な く建築 系,美 術 ・造 形 ・デザ

イ ン系,土 木 ・交通 工学系 な どの 幅広 い分野 か らの研

究 発表 が あ り,世 界 の動 向が,期 せ ず して わが 国の 日

本 図学 会 にお け る 「図」 に係 わ る研 究 の豊 かな広 が り

と多様 な展 開 と一致 してい たこ とが確認 で きた.表1

に,FINAL PROGRAMMEを 示 す.

表1FINAL PROGRAMME
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3研 究発表の概要

前 節 で 述 べ た よ う に,研 究 発 表 の 大 分 類 は 第6回 東

京 大 会 と 同 様 で あ り,Theoretical Graphics and

 Applied Geometry, Engineering Computer Graphics,

 Graphics Educationの3つ で あ っ た.以 下 に これ らの

発 表 か ら筆 者 が 感 じ た特 徴 的,印 象 的 な こ と を ま とめ

る.

(1) Theoretical Graphics and Applied Geometry

ク ラ コフ工 科大 学建 築学 科 の主催 の 関係か建 築分 野

へ の応用 が多 か った.た とえ ば,設 計へ の応用 や斜 投

影 の利用,空 間 の認識,多 面体 の活 用 な どで あ る.ま

た,美 術,芸 術 に関連 す る発表 で は,ア ー テ ィス トが

作 品 を作 成す るため に提案 した考 え をま とめた論 文 も

あ った.

さらに,コ ン ピュー タ との 関連 で数理 的処 理 を指 向

した内容,曲 線,曲 面 の作 図 や幾何 モ デルへ の応用,

機構 の分 析 のた めの作 図,三 面 図 の認識,計 算 幾何 学

に関連 す る報告 な どがあ った.作 図 に関す る発表 も多

く,Applied Geometryと い う名称 にふ さわ しい内容

とい える.日 本 で はこの分 野 の報告 が ほ とん どない こ

とに比べ,ヨ ー ロ ッパ を中心 に継続 して行 われ てい る

こ とは興 味深 い.

(2) Engineering Computer Graphics

本 セ ッシ ョンで は,コ ンピュー タグラ フ イックス の

基礎 手 法の ほか にCGを 活 用す る工 学分 野へ の応用 研

究 が多 く見 られ た.た とえば,建 築 系 では景 観 シ ミュ

レー シ ョ ン,バ ーチ ャル リア リテ ィの建 築へ の応 用,

透 視 図か らの平 面図 の作 図 な どで あ る.機 械 系 では,

プ ロ ダク トモ デ リ ング とCAD・CAM,パ ラメ トリ ッ

クデザ イ ンとモ デ リ ング,ロ ボ ッ トアーム の設計 な ど

で あ る.さ らに,エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン グ ラ

フ ィ ックスの新 た な展 開へ の提 案 やデザ イ ンビジ ュア

ライゼ ー シ ョンの提 案 な ど,設 計 にお ける グラ フ ィッ

クスの効 用 の大 きさを生か す こ とが 示 され た.

(3) Graphics Education

第5回 メル ボ ル ン大 会 に おい て は,CG教 育 の カ リ

キ ュ ラムの提 案 も多 く見 られ たが,本 大会 で は図学 教

材 の充実,建 築学 科 にお ける教 育,イ ンター ネ ッ トを

活用 したCG教 材 な どの研 究報告 が あ った.カ リキ ュ

ラムの提 案 をす る こ とは重 要で あ り,教 員や組 織 の違

い に よる課題 をお互 い に知 る こ とは,よ り良 い教育 の

た め に必 要 な こ とで あ る.ま た広 く活用 で きる教材 を

共 同で活 用 で きる よ うに,協 力 して作 成 す るこ と も考

慮す べ きこ とで ある.特 にイ ン ターネ ッ トは図学教 材

の共 同 開発 に有効 で あ るので,今 後 の動 向 に注 目 した

い.

MCT,MRTに 関連する空間認識能力の調査は,今

回も多数報告された.こ の中で3つ の国で共同研究の

報告があった.国 際会議を通じて研究協力も国際的に

なってきたことを実感した.図 学教育の評価をどのよ

うに行うか,図 学教育によってどのような能力 ・技術

が向上するか,空 間認識の過程とはなにかなどを明確

にするために,こ の研究は地道に継続していかなけれ

ばいけない.

4ま とめ

ポー ラン ドの ク ラ コフにお いて行 わ れた第7回 図学

国際会 議 は,日 本 か ら28編 の論 文発 表が あ った.主 催

国の次 に多 くの 論 文 を報告 した.1998年7月 に は ア メ

リカテキサ スで 第8回 図学 国際 会議 が 開催 され る.ク

ラ コフの成果 を もとに,も っ と大 きな成 果 を持 って多

くの方 々が参 加 され る こ とを期 待す る.

くわ しくは

http://www.ke.ics.saitama-u.ac.jp/jsgs/を ご ら ん 下

さ い 。
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